


　
農林水産物等の

出荷制限指示等に係る損害
対象品目を既に仕入れまたは加工した加工・流通業者において、現
実に生じた減収分および追加的費用（解除後含む）

※本文および表の参考資料
原子力損害賠償紛争審査会事務局「原子力損害の判定等に関する中間指針の概要」（平成23年8月）
日本商工会議所産業政策第二部作成資料（平成23年８月５日）
日本弁護士連合会ＨＰ内震災関連ページ（http://www.nichibenren.or.jp/activity/human/higashinihon_daishinsai.html）

※この記事は、中間指針の概要を簡略にまとめたものです。そのため、中間指針の全てを必ずしも網羅していません。詳しくは文部科学省ホームページをご覧いただくか、本文記載の問い合わせ先におたずねください。

風評被害

対象となる損害項目 営業損害（減収分と追加的費用）　　就労不能等に伴う損害　　検査費用

農林水産物加工業、
食品製造業の場合  
（食品流通業も含みます） 

観光業の場合

製造業、
サービス業等
の場合

輸出関係
（輸出品・船舶・コンテナ等）

の場合

福島県に所在する拠点で製造、販売を行う物品または提供するサービス等に関し、発生したもの。
サービス等を提供する事業者が来訪を拒否することによって発生した、福島県に所在する拠点におけ
る当該サービス等に係るもの。
放射性物質が検出された上下水処理等副次産物の取扱いに関する政府による指導等に伴うもの。
水の放射性物質検査の指導を行っている都県において、取引先の要求等によって実施をした検査
に係るもの（食品添加物、医薬品、医療機器等、特に敏感に敬遠される傾向がある製品）。

福島県、茨城県、栃木県、群馬県に営業の拠点がある観光業における、解約・予約控え等による
営業損害と勤労者の就業不能等に伴う損害。

輸出先国（政府および取引先）の要求によって現実に生じた必要かつ合理的な範囲の検査費用
（検査に伴い生じた除染、廃棄等の付属費用を含む）や各種証明書発行費用など。
輸出先国の輸入拒否による製品の廃棄、転売、製造断念による損害。

「風評被害」とは「報道等により広く知らされた事実によって、消費者ま
たは取引先が、商品等について放射性物質による汚染の危険性を懸
念し買い控えや取引停止等を行ったために生じた被害」のことです。

間接被害 「間接被害」とは「第一次被害を受けた者(第一次被害者)と一定
の経済的関係にあった第三者に生じた被害」のことです。

間接被害を受けた者（間接被害者）の事業等の性格上、第一次被害者との取引に代替性がない場合には、本件事故と相当因果関係のある損
害（営業損害、就労不能等に伴う損害）と認められます。
※販売先が地域的に限られている・調達先が地域的に限られている・原材料やサービスの性質上その調達先が限られている等の第一次被害者の避難、事業休止に伴って、必然的に生じたものとします。

●「中間指針」の概要 （本県産業に関連の深い項目を抽出して整理しました）
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原子力損害賠償
紛争解決センター
70120-377-155
（平日／午前10時～午後5時）

東京電力㈱ 
福島原子力補償相談室
（コールセンター）
70120-926-404
（午前９時～午後９時）

補償請求
関連

損害賠償
制度の概要・
請求手続き
の流れなど

和解
仲介

栃木県産業労働観光部 
産業政策課
1028-623-3168

 問合せ 詳細は本号折り込みチラシを
ご覧ください。

原子力損害賠償
個別相談会を

10/21（金）～22日（土）
に開催します。

※平成23年７月８日以降の損害に限ります。 ※上記以外でも新たに確認されれば同様です。

主たる原材料（産地）が下記のa)～h)に該当するもの。

加工または製造した事業者の主たる事務所または工場が福島県に所在するもの。

摂取制限措置（乳幼児向けを含む）が現に講じられている水を原料として使用する食品

a) 食用農林産物（茶・畜産物を除く）／ 福島県、茨城県、栃木県、群馬県、千葉県、埼玉県
b) 茶／ a)の県および神奈川県、静岡県
c) 畜産物（食用）／ 福島県、茨城県、栃木県
d) 水産物（食用・餌料用）／ 福島県、茨城県、栃木県、群馬県、千葉県
e) 花き／ 福島県、茨城県、栃木県
f ) その他農林水産物／ 福島県
g) 牛肉、食用に供される牛／ 北海道、東北各県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、
   新潟県、岐阜県、静岡県、三重県、島根県
h) a)～g)の農林水産物を主な原材料（重量の割合が概ね50％以上を目安）とする加工品

◎政府の検査指示等の対象外の都道府県において、取引先の要求等によって実施した検査費用（検査指
　示等の対象産品等と同種のもの）も対象となります。

 問合せ 

23 October  2011

　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
議
会（
以
下「
審

議
会
」）
は
、
原
子
炉
の
運
転
等
に
よ
り
原
子

力
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
「
原
子
力
損
害
の

賠
償
に
関
す
る
法
律
」
第
18
条
に
基
づ
い
て
、

文
部
科
学
省
に
臨
時
的
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

被
害
認
定
自
体
は
、
当
事
者
同
士
（
こ
の

場
合
は
東
京
電
力
と
被
害
者
自
身
）
の
間
で
行

わ
れ
ま
す
が
、
今
回
発
表
さ
れ
た
の
は
、
そ
の

た
め
の
指
針
で
す
。
正
式
に
は
「
東
京
電
力
株

式
会
社
福
島
第
一
、
第
二
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
る
原
子
力
損
害
の
範
囲
の
判
定
等
に
関
す

る
中
間
指
針
」と
い
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
（http://

w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/

chousa/kaihatu/016/houkoku/1309452.
htm

）。

　

こ
の
補
償
請
求
は
、
被
害
を
受
け
た
本
人

や
当
該
事
業
者
が
、
東
京
電
力
に
直
接
、
損

害
賠
償
保
証
金
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
請
求
を
受
け
た
東
京
電
力
は
、
請
求
書

類
を
基
に
被
害
金
額
を
算
定
し
、
請
求
者
に
提

示
し
ま
す
。

　

金
額
を
妥
当
と
考
え
た
場
合
に
は
、
支
払
い

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
民
法
上

の
「
和
解
」
に
あ
た
り
ま
す
。
一
方
、
不
服
が

あ
る
場
合
に
は
「
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決

セ
ン
タ
ー
」
に
和
解
仲
介
を
申
し
立
て
る
か
、
訴

訟
を
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

損
害
賠
償
の
対
象
と
し
て
は
、
お
お
ま
か
に

分
け
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

  

営
業
損
害

① 

指
示
等
の
対
象
と
な
っ
た
農
林
漁
業
者
等
に

生
じ
た
減
収
分
と
、
追
加
的
費
用

② 

指
示
等
の
対
象
品
目
を
仕
入
れ
ま
た
は
加
工

し
た
加
工
・
流
通
業
者
に
生
じ
た
減
収
分
と

追
加
的
費
用

　

  

就
労
不
能
等
に
伴
う
損
害

      （
給
与
等
の
減
少
分
と
追
加
的
費
用
）

　   

検
査
費
用

指
示
等
の
対
象
品
目
と
同
種
の
も
の
に

つ
い
て
、
取
引
先
の
要
求
等
に
よ
り
実
施

し
た
検
査
費
用

　   

営
業
損
害

　

取
引
数
量
の
減
少
ま
た
は
取
引
価
格
の
低
下

に
よ
る
減
収
分
お
よ
び
追
加
的
費
用

　   
就
労
不
能
等
に
伴
う
損
害

　   
検
査
費
用

    

（
取
引
先
の
要
求
等
に
基
づ
く
検
査
費
用
）

 　
「
第
一
次
被
害
を
受
け
た
者(
第
一
次
被
害
者)

と
一
定
の
経
済
的
関
係
に

あ
っ
た
第
三
者
に
生
じ
た

被
害
」
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
東
京

電
力
で
は
「
福
島
原
子

力
補
償
相
談
室
（
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
）」
を
設
置
し
、

被
害
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
仮
払
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
９
月
に
は
必
要

書
類
を
郵
送
し
、受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
、
ま
ず
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
、
請
求
書
類
を
送
っ
て
も
ら
う
手
続
き

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
他
の

こ
と
で
も
、
今
回
の
補
償
に
関
連
し
た
こ
と

で
あ
れ
ば
、
同
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
書
式
は
約
60
ペ
ー
ジ
あ
り
、
分
か
り

づ
ら
い
部
分
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
な
が
ら
記
入
し
て

い
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会

「
中
間
指
針
」の
概
要

原
子
力
発
電
所
事
故
被
害
の

補
償
制
度
の
概
要

特
集 

1

原
発
被
害
補
償
ス
タ
ー
ト　

原
子
力
発
電
所
事
故
被
害
の
補
償
制
度
の
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　東日本大震災により発生し
た、東京電力㈱の福島第一お
よび第二原子力発電所事故の
被害補償について原子力損害
賠償紛争審議会が、８月５日
に中間指針をまとめ、補償を
開始しています。

1

2123 3

１　

 

出
荷
制
限
指
示
等
に
伴
う
も
の

2　

 

風
評
被
害
に
よ
る
も
の

3　

 

間
接
被
害



本
多
正
純
に
よ
る

宇
都
宮
城
の

大
改
修
と

城
下
町
の
整
備

復元された土塁上の清明台（本丸跡の北西隅）

17世紀後半ころの宇都宮城図

本多正純入部まで、古い奥州街道は「亀井の水」の西脇を北上していた

徳
川
家
康
の
墓（
日
光
山
奥
の
院
廟
塔
）

45 October  2011

　

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
一
〇
月
、
奥
平
忠た

だ
ま
さ昌

が
古
河
へ
転て

ん
ぽ
う封
（
国
替
え
）
に
な
る
と
、
代

わ
っ
て
小
山
三
万
三
〇
〇
〇
石
か
ら
宇
都
宮

一
五
万
五
〇
〇
〇
石
と
い
う
一
躍
有
数
の
譜

代
大
名
と
し
て
入
部
し
た
の
が
、
本ほ

ん
だ
ま
さ
ず
み

多
正
純

（
一
五
六
五
〜
一
六
三
七
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
父

正ま
さ
の
ぶ信
に
付
さ
れ
て
い
た
三み

か
わ
た
か
は
し
し
ゅ
う

河
高
橋
衆
七
〇
騎
と

根ね
ご
ろ
ぐ
み
ど
う
し
ん

来
組
同
心
二
〇
〇
人
を
も
組
み
入
れ
て
支
配

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
忠
昌
が
古
河
へ
移
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
忠
昌
の
祖
母
亀
姫
（
家
康
の
娘
）
は
大
い

に
不
満
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
後
々
に
も
尾
を

ひ
き
、
正
純
の
前
途
に
暗
く
重
く
の
し
か
か
っ
て

来
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

正
純
は
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）、
徳
川
家

康
・
秀
忠
将
軍
に
仕
え
た
本
多
正
信
の
長
男
と

し
て
三
河
国
に
生
ま
れ
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
家
康

の
小こ
し
ょ
う姓
（
将
軍
身
辺
の
雑
用
に
従
事
）
と
し
て

仕
え
、
そ
の
才
幹
を
も
って
愛
さ
れ
た
。
慶
長
六

年
（
一
六
〇
一
）
に
は
、
従
五
位
下
上
野
介
に
任

じ
ら
れ
て
い
る
。

  

家
康
は
慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）、
将
軍
職

を
秀
忠
に
譲
り
、
二
年
後
に
駿
府
城
へ
隠
居
す

る
と
、
酒
井
忠た

だ
よ世
・
大
久
保
忠た

だ
ち
か隣
・
土ど

い井
利と

し
か
つ勝

ら
は
、
家
康
か
ら
離
れ
て
秀
忠
の
幕
僚
と
し
て

仕
え
た
が
、本
多
正
純
は
、ひ
と
り
家
康
に
仕
え
、

駿
府
城
の
二
の
丸
に
住
ん
で
、
家
康
の
信
望
を 

一

身
に
集
め
、
家
康
の
大
御
所
政
治
の
中
心
的
人

物
と
し
て
、
秀
忠
を
取
り
巻
く
幕
僚
以
上
の
実

力
者
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
た
。
と
く
に
外
交
・

貿
易
面
で
の
権
限
は
絶
大
で
あ
っ
た
の
で
、
当
時

の
外
国
人
の
覚
え
書
き
に
、「
外
交
内
政
顧
問

会
議
議
長
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
正
純

は
多
能
多
彩
で
頭
脳
明
晰
、
切
れ
味
の
よ
い
武

将
で
あ
っ
た
か
ら
、
幕
僚
た
ち
の
正
純
に
対
す
る

敵
対
心
は
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
正
純
は

家
康
が
豊
臣
氏
を
滅
亡
に
追
い
や
っ
た
大
坂
夏
の

陣
（
一
六
一
五
年
）
の
さ
い
に
は
、
大
坂
城
の
内

堀
埋
め
立
て
を
指
揮
し
た
り
、
同
年
、
幕
府
が

諸
大
名
統
制
の
た
め
に
制
定
し
た
武
家
諸
法
度

に
関
与
す
る
な
ど
、
大
変
な
実
力
者
で
あ
っ
た
。

  

家
康
は
死
期
が
近
づ
く
と
、
枕
元
に
天て

ん
か
い海
僧

正・金こ
ん
ち
い
ん

地
院
崇す

う
で
ん伝・本
多
正
純
ら
を
呼
ん
で
、「
遺

体
は
久く

の
う
ざ
ん

能
山
（
静
岡
）
に
埋
葬
し
、
一
周
忌
後

は
日
光
山
へ
改
葬
せ
よ
」
と
遺
言
し
た
と
い
う
。

家
康
が
死
去
（
一
六
一
六
年
四
月
一
七
日
）
し
た

翌
年
、
正
純
は
家
康
の
霊れ

い
き
ゅ
う柩

を
久
能
山
か
ら
日

光
山
へ
遷
す
さ
い
と
、
駿
府
の
財
宝
を
処
分
す

る
と
き
、
こ
れ
を
す
べ
て
指
図
し
、
さ
ら
に
日
光

東と
う
し
ょ
う
し
ゃ

照
社
（
の
ち
日
光
東
照
宮
に
改
称
）
の
造
営

を
奉
行
し
、
奥
の
院
の
廟び

ょ
う
と
う塔

造
営
に
か
か
わ
っ
た
。

  

家
康
の
柩
は
、
正
純
ら
に
守
ら
れ
て
久
能
山
を

出
発
し
、
正
純
の
所
領
と
な
っ
た
佐
野
の
神
殿
に

一
時
安
置
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
日
光
山
に
運
ば
れ
、

奥
の
院
の
廟
塔
（
宝
塔
）
に
納
め
ら
れ
た
。「
天

下
無
双
の
聖
地
」
誕
生
に
果
た
し
た
正
純
の
功

績
は
大
き
い
。

  

家
康
の
没
後
、
正
純
は
江
戸
城
に
戻
っ
た
が
、

秀
忠
将
軍
を
取
り
巻
く
幕
僚
た
ち
と
う
ま
く
行

く
は
ず
は
な
く
、
正
純
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
強

か
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）

一
〇
月
、
正
純
を
宇
都
宮
城
主
（
藩
主
）
に
追

い
や
り
、
時
期
を
み
て
失
脚
さ
せ
よ
う
と
い
う
魂

胆
が
幕
僚
た
ち
に
あ
っ
た
。

   　

本
多
正
純
が
宇
都
宮
城
主
で
あ
っ
た
の
は
、
元

和
五
年
一
〇
月
か
ら
同
八
年
（
一
六
二
二
）
八
月

ま
で
の
僅
か
三
年
弱
と
い
う
短
い
期
間
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
間
、
積
極
的
な
領
国
経
営
に
あ
た
り
、

着
任
し
た
翌
六
年
、
ま
ず
は
宇
都
宮
領
内
の
総

検
地
を
行
い
、
次
い
で
宇
都
宮
城
の
大
改
修
と

そ
れ
に
伴
う
城
下
の
町
割
り
（
計
画
的
な
町
区

画
）
や
、
奥
州
街
道
の
つ
け
替

え
、
日
光
街
道
の
整
備
な
ど
を

行
っ
た
の
で
、
現
在
の
宇
都
宮
の

町
並
み
の
骨
格
は
、
こ
の
こ
ろ
に

形
成
さ
れ
た
と
いっ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　

正
純
が
着
任
す
る
ま
で
の
宇

都
宮
城
の
城
域
は
三
の
丸
ま
で

で
、
こ
れ
ま
で
城
の
外
堀
で
あ
っ

た
百ひ

ゃ
っ
け
ん間

堀
・
西に

し
だ
て館

堀
・
南
館
堀
・

蓮は
す
い
け池

堀
な
ど
の
外
側
に
、
新
た

な
外
堀
を
巡
ら
し
て
、
城
域
を

二
倍
以
上
に
拡
張
し
た
。
つ
ま

り
、
東
は
田
川
西
岸
ま
で
、
北
は
釜
川
岸
ま
で
、

西
は
松
が
峰
外
へ
新
た
に
土
塁
・
空
堀
を
設
け
、

南
は
不
動
前
ま
で
外
堀
と
土
塁
を
拡
張
し
た
。

そ
し
て
堀
の
内
外
に
武
家
屋
敷
を
造
成
し
た
。

  

ま
た
、
宇
都
宮
明
神
の
南
方
、
釜
川
を
渡
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
城
の
大
手
門
（
正
門
）
を
、
こ

こ
か
ら
西
方
に
あ
た
る
江え

の野
町ま

ち
ぐ
ち口

へ
移
し
、
周
辺

に
石
垣
を
築
き
、さ
ら
に
三
の
丸
太た
い
こ
も
ん

鼓
門
の
前
に
、

多
く
の
人
夫
を
動
員
し
て
三
日
月
堀
を
新
し
く

普
請
し
た
。
こ
れ
は
大
手
門
か
ら
太
鼓
門
に
入

る
防
備
強
化
の
た
め
で
あ
る
。

  

こ
れ
ら
の
大
改
修
工
事
は
、
宇
都
宮
城
が
将
軍

の
日
光
社
参
時
に
、
宿
城
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

正
純
の
大
改
修
は
城
下
町
に
も
及
ん
だ
。
正

純
が
入
部
す
る
以
前
の
江
戸
か
ら
奥
州
へ
向
か

う
街
道
は
、
不
動
堂
（
当
時
は
現
在
地
の
東
方

に
あ
っ
た
）
前
か
ら
下
河
原
の
亀
井
の
水
（
常
念

寺
前
）
の
と
こ
ろ
を
北
上
し
、
中
河
原
・
上
河
原

へ
と
向
か
い
、
城
の
東
側
を
通
って
い
た
。

　

ま
た
、
日
光
街
道
は
不
動
堂
前
（
不
動
前
）

か
ら
台
地
の
東
縁
を
、
松
が
峰
・
池
上
の
旭あ

さ
ひ
ざ
か坂

上

へ
と
北
上
し
て
い
た
。

　

こ
の
奥
州
・
日
光
の
両
街
道
を
西
方
へ
移
し
、

現
在
の
不
動
前
辺
り
か
ら
北
へ
向
か
う
よ
う
に
つ

け
替
え
、
西
原
・
鶴
田
村
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
た

地
区
を
新
た
に
開
削
し
て
、
こ
の
街
道
に
沿
っ
て

南
新
町
・
熱に

え
ぎ木
・
歌う

た
の
は
し橋
・
大
黒
・
蓬ほ

う
ら
い莱
・
茂も

や
ぶ
り破
・

挽ひ
き
じ路

・
材
木
・
新
石
・
伝
馬
・
池
上
な
ど
の
新
町

を
新
た
に
開
い
た
。
そ
し
て
伝
馬
町
で
北
に
折
れ

て
本
郷
町
・
新し

ん
で
ん田
町
を
通
っ
て
北
へ
向
か
う
日
光

街
道
が
開
か
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
奥
州
街
道
と
日
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現
在
の
宇
都
宮
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て

成
立
し
て
き
た
か
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光
街
道
は
分
岐
し
た
。
奥
州
街
道
は
伝
馬
町
か

ら
現
在
の
大
通
り
を
東
進
し
て
、
鉄
砲
町
通
り

か
ら
曲ま

げ
し師
町
・
日
野
町
を
へ
て
上
河
原
に
至
る
よ

う
に
し
た
。

  

ま
た
、
宇
都
宮
明
神
の
臼
が
峰
と
下
之
宮
の

荒
尾
崎
は
丘
陵
で
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
、
丘
陵

を
切
り
崩
し
て
、
明
神
前
か
ら
千
手
町
ま
で
の

切
り
通
し
を
つ
く
って
、
上
町
と
下
町
と
の
通
行

を
便
利
に
し
た
。

  

こ
の
城
域
の
拡
張
・
町
割
り
に
伴
い
、
城
郭
内

や
近
辺
に
あ
っ
た
寺
院
は
、
町
並
み
郊
外
に
移
転

さ
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
城
内
松
が
峰
に
あ
っ
た

桂け
い
り
ん
じ

林
寺
を
日
光
街
道
沿
い
の
現
在
の
清
住
へ
、
中

河
原
に
あ
っ
た
成じ

ょ
う
こ
う
じ

高
寺
を
現
在
の
塙
田
へ
、
城
内

に
あ
っ
た
応お

う
が
ん
じ

願
寺
は
現
在
の
宿
郷
町
へ
移
転
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
正
純
に
よ
る
宇
都
宮
城
の
大
改

修
と
城
下
の
町
割
り
な
ど
に
よ
って
、
近
世
宇
都

宮
城
下
町
が
整
備
さ
れ
、
今
日
の
宇
都
宮
中
心

市
街
地
の
骨
格
が
形
成
さ
れ
た
。

  

さ
て
二
代
将
軍
秀
忠
は
、元
和
八
年（
一
六
二
二
）

四
月
一
三
日
、
家
康
七
回
忌
法
要
に
臨
む
た
め

江
戸
城
を
出
発
し
、
一
五
日
宇
都
宮
城
に
宿
泊
、

一
六
日
日
光
に
着
い
た
。
一
七
日
の
法
要
を
済
ま

せ
た
の
ち
、
日
光
か
ら
の
復
路
、
宇
都
宮
城
に
宿

泊
す
る
予
定
を
急
遽
変
更
し
、
今
市
か
ら
鹿
沼
・

壬
生
を
経
由
し
て
、
二
一
日
江
戸
城
へ
帰
っ
た
。

　

復
路
の
変
更
は
、
奥
平
藩
士
が
亀
姫
の
密
書

を
早
馬
で
将
軍
秀
忠
に
届
け
、「
本
多
正
純
に

謀
反
の
疑
い
が
あ
る
」
と
直
訴
し
た
た
め
と
い
わ

れ
る
。
江
戸
城
へ
戻
っ
た
秀
忠
は
、
直
ち
に
側
近

の
井
上
正ま

さ
な
り就
を
宇
都
宮
城
へ
派
遣
し
、
将
軍
の

復
路
変
更
を
伝
え
、
城
内
改
修
の
様
子
を
隈
無

く
調
べ
た
が
、
不
審
な
こ
と
は
何
も
な
か
っ
た
。

  

と
こ
ろ
が
、
同
年
八
月
上
旬
、
正
純
は
幕
府
か

ら
山
形
城
主
五
七
万
石
最も

が
み
よ
し
と
し

上
義
俊
の
城
地
を
接

収
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
正
純
は
、
家

臣
の
ほ
か
領
内
か
ら
徴
発
し
た
人
足
を
加
え
た

三
〇
〇
〇
余
人
を
従
え
、
八
月
中
旬
宇
都
宮
を

発
ち
、
九
月
に
は
無
事
そ
の
任
を
果
た
し
、
幕

府
か
ら
の
指
示
を
待
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
一
〇
月 

一

日
、秀
忠
側
近
の
使
者
伊い

た
み
や
す
か
つ

丹
康
勝
ら
が
訪
れ
、「
将

軍
家
への
奉
公
宜よ

ろ

し
か
ら
ざ
る
に
よ
って
、
宇
都
宮

一
五
万
五
〇
〇
〇
石
を
召
し
上
げ
（
接
収
）、
出

羽
国
由ゆ

り利
郡
内
五
万
五
〇
〇
〇
石
を
与
え
る
」

と
い
う
国
替
え
を
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
寝
耳
に
水

の
国
替
え
に
驚
い
た
正
純
は
、「
ご
奉
公
に
疎お

ろ
そ

か

な
る
節
な
ど
毛
頭
な
い
故
、
五
万
五
〇
〇
〇
石
は

返
上
す
る
」
と
使
者
に
伝
え
た
。

  

使
者
は
江
戸
へ
戻
って
秀
忠
に
告
げ
る
と
、秀
忠

は
大
い
に
怒
っ
て
五
万
五
〇
〇
〇
石
も
取
り
上
げ
、

改か
い
え
き易
を
命
じ
、
賄

ま
か
な
い
り
ょ
う
料
一
〇
〇
〇
石
（
並
み
の
旗

本
待
遇
）
を
付
け
て
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）、

出
羽
国
大お

お
さ
わ
ご
う

沢
郷
（
現
大だ

い
せ
ん仙
市
）
に
配
流
し
た
。

そ
し
て
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
一
月
に
は
、
正

純
の
身
柄
を
久く

ぼ

た

保
田
城
主
佐さ

た
け
よ
し
の
ぶ

竹
義
宣
に
預
け
、

さ
ら
に
同
年
五
月
に
は
大
沢
郷
か
ら
横
手
城
裏

手
の
上か

み
ね
ぎ
し

根
岸
に
移
し
、
同
三
年
（
一
六
二
六
）
四

月
、
幕
府
は
「
本
多
正
純
父
子
の
監
守
を
厳
重

に
せ
よ
」
と
佐
竹
義
宣
に
厳
命
し
た
。

　

そ
し
て
数
年
後
の
同
七
年
（
一
六
三
〇
）
五
月

一
〇
日
、
子
の
正ま

さ
か
つ勝
は
三
五
歳
で
病
死
し
、
七

年
後
の
同
一
四
年
（
一
六
三
七
）
三
月
一
〇
日
、

正
純
は
出
羽
横
手
の
配
所
で
七
三
歳
の
生
涯
を

閉
じ
た
。
横
手
城
跡
（
横
手
市
城
山
町
）
の
南

東
の
一
角
に
、「
本
多
上
野
介
墓
」
碑
が
あ
り
、

位
牌
は
正し

ょ
う
へ
い
じ

平
寺
（
横
手
市
田
中
町
）
に
あ
る
。

  

本
多
正
純
は
城
地
接
収
後
、
領
国
宇
都
宮
に

戻
る
こ
と
な
く
、
接
収
出
先
で
改
易
さ
れ
た
の

で
、
そ
の
無
念
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ

た
ろ
う
。

  

将
軍
秀
忠
三
度
目
の
日
光
社
参
が
実
施
さ
れ
、

日
光
か
ら
の
帰
途
、
突
如
宇
都
宮
城
へ
の

宿
泊
を
取
り
や
め
、
急
ぎ
江
戸
城
へ
帰
還

し
た
こ
と
か
ら
、
正
純
が
将
軍
暗
殺
を
謀

り
、
宇
都
宮
城
に
特
別
の
仕
掛
け
を
し
た

と
の
風
聞
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た
。
名
城
に

伝
説
は
つ
き
も
の
だ
が
、
こ
れ
が
後
に
潤
色

さ
れ
て
、
真
し
や
か
に
講
談
や
芝
居
な
ど

で
広
く
喧
伝
さ
れ
た
の
が
、
伝
説
「
宇
都

宮
釣
り
天
井
事
件
」
で
あ
る
。

  

徳
川
家
康
の
大お

お
ご
し
ょ

御
所
政
権
の
も
と
で
、
権
勢

並
ぶ
も
の
も
な
い
程
で
あ
っ
た
正
純
も
、
家
康
の

死
去
と
と
も
に
急
速
に
凋ち

ょ
う
ら
く落

の
道
を
た
ど
る
こ

と
と
な
っ
た
。
加
え
て
常
に
正
純
を
養
護
し
て

く
れ
た
父
正
信
も
、
家
康
よ
り
五
〇
日
ほ
ど
遅

れ
て
七
九
歳
で
没
し
た
の
で
、
江
戸
城
に
戻
っ
た

正
純
は
秀
忠
政
権
下
で
孤
立
し
、
台
頭
し
た
土

井
利
勝
と
の
緊
張
関
係
か
ら
、
き
わ
め
て
不
安

定
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
正
純
を
、
宇
都
宮

一
五
万
五
〇
〇
〇
石
と
い
う
栄
転
措
置
を
講
じ

て
江
戸
城
か
ら
追
い
や
り
、
時
期
を
み
て
失
脚

さ
せ
よ
う
と
す
る
魂
胆
が
幕
僚
た
ち
に
あ
っ
た
。

こ
の
正
純
の
宇
都
宮
入
部
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

一
〇
万
石
城
主
で
あ
っ
た
奥
平
忠
昌
は
、
古
河
に

転
封
さ
せ
ら
れ
た
の
で
、
正
純
は
忠
昌
の
祖
母
亀

姫
の
反
感
を
買
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
幕
僚

た
ち
の
正
純
を
陥
れ
る
企
て
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
幕
府
内
に
は
、
正
純
失
脚
の
温
床
が

つ
く
ら
れ
、
根
を
張
っ
て
い
た
の
で
、
正
純
は
幕

府
内
の
権
力
抗
争
の
網
に
か
か
り
、
次
第
に
そ
の

犠
牲
に
な
って
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
宇
都
宮
に

入
部
し
て
三
年
弱
後
の
元
和
八
年
八
月
二
一
日
、

幕
命
を
受
け
た
正
純
は
、
改
易
処
分
を
う
け
た

山
形
城
主
最
上
義
俊
の
城
地
接
収
の
た
め
山
形

に
赴
き
、
接
収
を
終
え
た
直
後
、
正
純
の
も
と

に
伊
丹
康
勝
ら
が
使
節
と
し
て
訪
ね
、「
正
純

は
家
康
の
生
存
中
よ
り
、
秀
忠
へ
の
奉
公
ぶ
り

が
悪
く
、
秀
忠
の
意
に
沿
わ
な
い
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
」
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
突
如
、
宇
都
宮

一
五
万
五
〇
〇
〇
石
の
城
地
没
収
と
出
羽
由
利
へ

の
配
流
処
分
が
行
わ
れ
た
。

  

こ
う
し
て
正
純
は
改
易
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
要

は
家
康
死
後
の
秀
忠
政
権
に
お
け
る
幕
府
内
の
権

力
交
代
と
再
編
成
の
中
で
、
正
純
は
幕
政
の
中
枢

か
ら
疎
外
さ
れ
、
果
て
は
改
易
さ
れ
、
土
井
利
勝

ら
秀
忠
側
近
が
主
導
権
を
握
り
、
正
純
は
悲
運

な
生
涯
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

  

な
お
、
正
純
の
改
易
に
伴
い
、
下
総
古
河
に

転
封
と
な
っ
た
奥
平
忠
昌
が
、
亀
姫
（
加
納
殿
）

の
功
も
手
伝
っ
て
、
再
び
宇
都
宮
に
復
帰
し
た
こ

と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
多
正
純
、

城
地
接
収
先
で
改
易     

改
易
さ
れ
た
背
景

特集2

宇
都
宮
の
歴
史
を
訪
ね
て
④
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９
月
例
会
を
開
催

う
つ
の
み
や
親
善
大
使
決
定

青
年
部
だ
よ
り

北
関
東
三
県
商
工
会
議
所
女
性
会
交
流
会
に
参
加

女
性
部
だ
よ
り

　

北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開
通

し
、
物
流
の
効
率
化
や
地
域
経
済

が
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
な
か
、
栃
木
県
・
群
馬

県
・
茨
城
県
下
の
商
工
会
議
所
女
性

会
に
お
い
て
も
、
交
流
を
深
め
お
互

い
の
発
展
を
志
向
す
る
こ
と
等
を
目

的
に
、
初
め
て
の
北
関
東
三
県
商
工

会
議
所
女
性
会
交
流
会
が
９
月
６
日

（
火
）、
群
馬
県
伊
香
保
温
泉
の
岸

権
旅
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
前
日
の
台
風
の
心
配
を
よ

そ
に
朝
か
ら
素
晴
ら
し
い
天
気
に
恵

ま
れ
、
当
女
性
部
か
ら
は
福
田
会

長
他
５
人
の
会
員
が
参
加
し
、
全

体
で
は
１
４
０
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

９
月
４
日（
日
）「
Ｍ
Ｕ
Ｍ
事
業

（
北
関
東
3
県
県
庁
所
在
地
商
工
会

議
所
青
年
部
連
携
事
業
）」の
一
環

と
し
て
前
橋
市
内
で
開
催
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト「
ま
え
ば
し
フ
ェ
ス
タ

〈
風
〉ご
当
地
グ
ル
メ
合
戦
」に
お
い

て
、
県
外
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
宇
都
宮
・
前
橋
・
水
戸
商

工
会
議
所
青
年
部
の
ブ
ー
ス
が
な

ら
び
、
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
宇

　

記
念
す
べ
き
第
１
回「
う
つ
の
み

や
親
善
大
使
」が
９
月
10
日（
土
）、

最
終
選
考
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
高
崎
経
済
大
学
地
域

政
策
学
部
教
授
・
戸
所
隆
氏
を
講
師

に
迎
え「
北
関
東
自
動
車
道
全
線
開

通
を
活
か
し
た
地
域
経
済
社
会
の
再

構
築
」と
題
し
、
北
関
東
自
動
車
道

の
開
通
に
よ
る
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

や
地
域
間
交
流
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
第
２
部
の
交
流
会
で
は
、

各
県
の
代
表
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
が
、

栃
木
県
は
当
女
性
部
の
福
田
会
長
が

挨
拶
を
し
ま
し
た
。
福
田
会
長
は
平

成
24
年
５
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い

る
関
東
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

総
会
栃
木
県
大
会
へ
の
参
加
ご
案
内

も
行
い
ま
し
た
。

　

第
３
部
の
交
流
懇
談
会
で
は
、
食

事
を
と
り
な
が
ら
引
き
続
き
お
話
が

交
わ
さ
れ
、
親
交
を
図
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

北
関
東
の
女
性
会
の
方
々
と
の
初

め
て
の
交
流
会
で
し
た
が
、
全
体
を

と
お
し
大
変
有
意
義
な
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
本
交
流
会
は
三
県
持

ち
回
り
で
の
開
催（
次
回
は
茨
城
県

で
の
開
催
を
予
定
）と
な
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
次
回
も
参
加
を
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

         （
女
性
部
副
会
長　

渡
辺
幸
子
）

都
宮
餃
子
を
、
物
産
ブ
ー
ス
で
は
レ

モ
ン
牛
乳
や
宇
都
宮
銘
菓
を
積
極
的

に
販
売
し
、
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

３
商
工
会
議
所
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
同
士
の
親
睦
も
深
ま
り
、
充
実

し
た
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
地
域
交
流
活
性
化
委
員
会

                        

委
員
長    

宮
田
和
彦
）

９
月
21
日（
水
）に
は
記
者
発
表
も

行
い
、
い
よ
い
よ
宇
都
宮
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
活
動
を
開
始
し

ま
す
。

　

10
月
、
11
月
は
市
内
で
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
親
善
大
使
も

活
動
し
ま
す
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
に
足

を
運
ば
れ
た
際
に
は
、
親
善
大
使
へ

の
熱
い
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
全
国
大
会
準
備
委
員
会

　
　
　
　
　

  

委
員
長    

平
野
知
寛
）

　

栃
木
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会

が
９
月
９
日（
金
）、
小
山
市
白
鷗

大
学
東
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鷗
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
内
９
商
工
会
議

め
に
～

① 

地
域
振
興
策
に
つ
い
て

② 

観
光
振
興
策
に
つ
い
て

③ 

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

④ 

道
路
整
備
の
促
進
に
つ
い
て

⑤ 

国
会
等
移
転（
補
完
都
市
構
想
） 

　

の
実
現
に
つ
い
て

【
大
会
宣
言
】

一
、
地
域
経
済
の
代
表
者
と
し
て

の
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
行
動

す
る
。

一
、
常
に
自
ら
が
実
践
す
る
こ
と

を
理
念
に
事
業
を
展
開
す
る
。

一
、
魅
力
あ
る
地
域
の
創
造
を
目

指
し
常
に
挑
戦
す
る
。

【
表
彰
者
】

（
順
不
同
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
分

の
み
掲
載
）

所
の
役
員
・
議
員
や
県
内
選
出
国
会

議
員
、
栃
木
県
知
事
、
日
本
商
工
会

議
所
な
ど
約
３
６
０
人
が
出
席
し
、

「
活
力
あ
る
企
業
づ
く
り
の
推
進
」と

「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
」を

柱
と
す
る
国
や
県
な
ど
へ
の
提
言
・

要
望
事
項
を
全
会 

一
致
で
決
議
し
た

ほ
か
、
功
労
役
員
・
議
員
、
職
員
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

【
提
言
・
要
望
事
項
】

「
中
小
企
業
対
策
の
推
進
」
～
１
日

も
早
い
安
心
と
復
興
の
た
め
に
～

① 

地
域
経
済
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

② 

金
融
対
策
に
つ
い
て

③ 

税
制
対
策
に
つ
い
て

④ 

雇
用
・
人
材
育
成
対
策
に
つ
い
て

「
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
～

安
全
で
魅
力
あ
る
“
と
ち
ぎ
”
の
た

〔
県
知
事
表
彰
〕

関
口
快
流
氏
・
辻
裕
司
氏
・
中
島
理

氏〔
県
連
会
長
表
彰
〕

◎
就
任
25
年

北
村
光
弘
氏
・
八
城
光
男
氏
・
青
木

利
光
氏
・
野
澤
榮
一
郎
氏
・
松
本
典

文
氏
・
竹
石
俊
太
氏

◎
就
任
15
年

柴
田
恒
男
氏

◎
就
任
６
年

須
賀
英
之
氏
・
川
村
壽
文
氏
・
小
島

章
利
氏
・
仲
田
俊
夫
氏
・
助
川
通
𣳾

氏
・
村
田
一
郎
氏
・
吉
村
憲
光
氏
・

深
澤
雄
一
氏
・
森
野
良
幸
氏
・
横
松

宏
明
氏
・
青
柳
勝
男
氏
・
横
山
幸
子

氏
・
田
嶋
章
夫
氏
・
石
島
洋
氏
・
上

野
勝
弘
氏
・
菊
池
三
紀
男
氏

◎
法
人

関
東
信
越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部
様

国
や
県
な
ど
へ
の
提
言
・
要
望
を
決
議

第
48
回
栃
木
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

統
一
ブ
ラ
ン
ド「
宇
都
宮
雷
都

物
語
」の
創
設
に
か
け
る
企
業
の

熱
意
を
、
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
し
て
い
く
過
程
や
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
盛
り
込
ん
だ

小
説
で
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

取
扱
店
：
東
武
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
５
階
）、
紀
伊

國
屋
書
店（
宇
都
宮
パ
ル
コ
８
階
）

「
雷
都
物
語
」ブ
ラ
ン
ド
創
設
を
小
説
化
！

宇
都
宮
雷
都
物
語

宮の商人伝「雷様のたまご」
（税込700円）

小山市で開催された栃木県商工会議所議員大会

交流会に参加したメンバー

初代「うつのみや親善大使」に選ばれた
岩渕さん、寺内さん、小川さん（右から）
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宇
都
宮
市
の
中
心
商
業
地
に
出
店
す
る
と
、

補
助
が
受
け
ら
れ
る
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金

　

中
心
商
業
地
新
規
出

店
促
進
事
業
に
よ
る
補

助
金
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
？  

こ
の
制
度
は
、

宇
都
宮
市
の
中
心
商
業

地
に
あ
る
条
件
を
満
た

し
た
賃
貸
物
件
お
よ
び

大
谷
石
蔵
に
新
規
出
店

し
、
補
助
金
受
給
資
格

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

内
装
改
装
費
や
家
賃
な

ど
一
部
費
用
に
対
し
て

補
助
が
受
け
ら
れ
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
店
を

計
画
さ
れ
て
い
る
方
、

詳
細
を
聞
き
た
い
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

h
ttp

://w
w

w
.u

-cci.
o

r.jp
/fin

a
n

c
e

/
sinkisyutten.htm

l

宇
都
宮
市
商
工
振
興
課

☎
6
3
2-

2
4
3
4

問合せ
地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム
の

加
盟
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム

　

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム
は
、
店

舗
ご
と
に
共
通
駐
車
券
を
ご
購
入

い
た
だ
き
、
お
買
い
物
や
ご
飲
食

な
ど
を
さ
れ
た
お
客
様
に
券
を
お

渡
し
し
て
、
お
客
様
の
駐
車
料
金

に
ご
利
用
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

共
通
駐
車
券
の
種
類
は
1
0
0

円
券
と
1
5
0
円
券
で
、
一
冊（
20

枚
つ
づ
り
）か
ら
の
販
売
と
な
り
ま

す
。

　

中
心
部
で
の
お
買
い
物
な
ど
に

便
利
な
シ
ス
テ
ム
加
盟
駐
車
場
で
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
加
盟
駐
車
場
も
あ
わ
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

加
盟
店
舗
お
よ
び
加
盟
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.u

-c
c

i.o
r.jp

/
kassei/index.htm

l

宇
都
宮
市
中
心
商
店
街
連
合
会

（
地
域
振
興
部
内
）

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

システム加盟駐車場

店 舗

料金システムの流れ

車
を
停
め
る

駐
車
券
を

使
い
値
引
き

駐
車
券
を

渡
す

お
買
物

お客様

Let's Try
試験には、こんな問題がでます！

①みやちゃん 　②ぎょうぎょう　 

③つつむくん  　④やっきー

宇都宮餃子会の キャラ
クターの  

                            
 　名前は

第1回「ふるさと宮まつり」が

    開催されたのは、いつでしょう
か

正解は、下にあります

正解Q1.③つつむくん 　Q2.③昭和51（1976）年　Q3.①大谷資料館

Q1

Q2

①昭和39（1964）年 ②昭和40（1965）年　

③昭和51（1976）年 ④昭和55（1980）年

「長渕 剛」
「GLAY」などの 

        プロモーション
ビデオが

             撮影され
た場所はQ3

①大谷資料館 ②ろまんちっく村

③清原球場 ④八幡山公園

？

？

？

A

A

第
６
回「
宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験
」受
験
申
込
受
付
中
！

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験

　

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
を
、

下
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
は
、

宇
都
宮
に
関
す
る
歴
史
、
文
化
、
自

然
、
観
光
、
暮
ら
し
、
餃
子
・
カ
ク

テ
ル
・
ジ
ャ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
検
定
で
す
。

　

皆
さ
ま
が
宇
都
宮
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
来
訪
者
に
宇
都
宮
の

魅
力
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
お
も
て
な
し
の
基
礎
能
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
役
立
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
、
挑
戦
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
受
験
料
】

一
般 

…
…
…
…
…
…　

１
０
０
０
円

高
校
生
以
下 

…
…
…
…　
５
０
０
円

【
申
込
方
法
】

申
込
書
は
当
所
お
よ
び
宇
都
宮
市

役
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
受
験
料
を
添
え
て

当
所
窓
口
ま
た
は
郵
送
（
現
金
書

留
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
郵
送
先
〉

〒
3
2
0-

0
8
0
6

宇
都
宮
市
中
央
３-

１-

４

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

地
域
振
興
部

宮
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験 

担
当
宛

【
申
込
締
切
】
12
月
26
日（
月
）

【
受
験
者
特
典
】

平
成
24
年
１
月
22
日（
日
）の
試
験

終
了
後
、
う
つ
の
み
や
シ
テ
ィ
ガ

イ
ド
協
会
に
よ
る
「
ま
ち
あ
る
き
」

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
宇
都
宮

の
歴
史
を
ガ
イ
ド
の
案
内
で
巡
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

詳
し
く
は
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp

://w
w

w
.u

-cci.o
r.jp

/
m

onoshiri/index.htm
l

（
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
最
新

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

【
日
時
】

平
成
24
年
１
月
22
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
90
分
）

【
会
場
】

宇
都
宮
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
10
階

大
会
議
室
（
宇
都
宮
市
中
央
１
丁
目

１
番
15
号
）

【
出
題
範
囲
】

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
問
題
集
２
５
０
」、「
過
去
問
題
」

な
ど
か
ら
80
％
程
度
、
そ
の
他
時
事

問
題
か
ら
併
せ
て
出
題
し
ま
す
。
四

者
択
一
試
験
。
問
題
数
１
０
０
問
、

80
点
以
上
で
合
格
と
な
り
ま
す
。

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

宮のもの知り達人検定試験公式ホームページ
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経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

当
所
で
は
、
地
域
と
商
工
会
議

所
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
25

人
の
振
興
委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま

す
。
経
営
に
関
す
る
悩
み
な
ど
は
、

お
近
く
の
振
興
委
員（
名
簿
参
照
）

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
と
商
工
会
議
所
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

宇
都
宮
商
工
会
議
所
振
興
委
員

○相澤　美知子
（有）オーヴァル

　塙田２－５－５
☎ 627-8783
業務内容／ 窯業（セラミックス）

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 11月８日  午後１時30分〜4時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
             従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ　経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） 
　知的財産権相談（毎月第3金曜日）
日　時	 10月21日、11月4日  午後１時30分〜4時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ　経営支援部

■産学交流カフェ（毎月第3火曜日）
日　時	 10月18日   午後１時30分〜4時30分
内　容	 産学連携に関すること
相談員	 宇都宮大学准教授、コーディネーター等	
問合せ　地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士
問合せ　経営支援部

■個人情報保護法対策相談

内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など

受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント
問合せ	 総務部

無料の専門相談です。各分野の専門家が、あなたの相談に応じます。 会場  法律・発明相談・産学交流カフェは
　　  宇都宮商工会議所  ☎637-3131

専 門 相 談

氏　名 事業所名 所在地 電　話
相澤　美知子 （有）オーヴァル 塙田２-５-５ 627-8783

池田　勇介 （株）アイ・シー・エス 下戸祭１－９－１６ 643-3377

今泉　知明 鳥貞（有） 中央１－６－９ 633-4105

小古山　峯雄 アド・エイディアイ 陽西町１－７０ 624-5955

柿沼　康夫 前田クリーニング商会 中央５－１７－４ 634-6051

重原　嘉久 （有）重原精機 上桑島町１４６５－４０ 656-2300

床井　　央 トコイ理容所 仲町１－１３ 622-3480

長島　俊夫 （有）堺屋商店 江野町７－８ 633-2073

長野　方明 （有）ﾅｶﾞﾉｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑｽﾞ 材木町３－２１ 634-2432

宮川　欣也 （有）八百兼商店 材木町２－７ 633-3809

市村　耕三 ヘアーサロンカワワ 駅前通り３－１－１１ 634-9661

五十嵐　賢 （有）マルシン靴店 西１－２－２ 633-6050

佐藤　勝一 （有）鏡池堂 馬場通り２－３－１４ 634-9863

鈴木　明子 トレビアン美容室 竹林町６０１－１ 627-1056

滝野　光太郎 滝野屋米店 泉が丘１－１７－２３ 661-4903

綱川　恵太 綱川自動車整備工場 平松町５２５ 634-9495

松平　吉弘 インテリア松平 緑３－２－６ 658-0651

山室　正志 （株）東武宇都宮百貨店 宮園町５－４ 651-5810

今井　キヨ 松本畳工業（株） 材木町４－２ 633-2488

大森　一男 （有）吉澤組  岩本町５２４ 624-8407

黒川　秀夫 黒川経営コンサルタント 中戸祭町８０８－２５ 622-2934

坂本　弘子 坂本商店 東宿郷３－１３－８ 633-1068

塩生　忠義 朝日屋呉服店 みどり野町１８－２０ 653-5298

杉山　　猛 （有）盤石荘 大谷町１２２８ 652-0524

中村　芳雄 中村会計事務所 御幸が原町１４３－４７ 908-4428

振興委員

平成23年度宇都宮商工会議所振興委員名簿 （敬称略）

｢

う
つ
の
み
や
マ
ッ
プ｣

で
は
、
バ
ナ
ー
広
告 

・
テ
キ
ス
ト
広
告 

・ 

企
業
情
報
・
新
着
情
報
を
募
集
中
！

地
域
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト｢

う
つ
の
み
や
マ
ッ
プ｣

12

3

｢うつのみやマップ｣トップページ　
http://www.utsunomiya-map.com

A

B

E

C

宇都宮エリア地域情報ポータルサイト｢うつのみやマップ｣

　｢宇都宮の暮らしをもっと便利に！　もっと人々の交流を！｣をコンセプトに設立され
た、宇都宮を中心とした地域情報ポータルサイトです。
　最大の特徴は、地図をベースに情報発信されていること！ 生活に役立つ行政情報か
ら名店の紹介や企業情報まで、広い分野のタウン情報を掲載しています。

さまざまな情報が地図になった！ ２30 種類の情報マップを掲載

　店舗・施設・企業などのさまざまな情報が、地図と一体となって紹介されています。
その数なんと 22,600 件！

季節 ・ テーマごとの特集やニュース

　｢うつのみやマップ｣では、季節・テーマごとの特集やイベント情報、地域に密着した
ニュースを毎日配信しています。

「うつのみやマップ」は、宇都宮のさまざまな
  情報を配信しているホームページです。

　

 

当
所
・
下
野
新
聞
社
・
第
一
測
工

㈱
の
３
者
共
同
運
営
に
よ
る
、
地
域

情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト｢
う
つ
の
み

や
マ
ッ
プ｣

で
は
、地
図
を
ベ
ー
ス
に

行
政
関
連
情
報
・
暮
ら
し
情
報
・
民

間
企
業
情
報
な
ど
幅
広
い
分
野
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
や

季
節
・
テ
ー
マ
ご
と
の
特
集
な
ど
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
現
在
、
①
バ
ナ
ー
広
告
・
テ

キ
ス
ト
広
告
（
有
料
）② 

企
業
情

報
（
無
料 

）③
新
着
情
報
（
無
料
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
企
業
や

店
舗
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

 

バ
ナ
ー
広
告
・
テ
キ
ス
ト
広
告 

      （
有
料
）

宇
都
宮
を
中
心
に
活
動
さ
れ
る
広

告
主
様
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
果
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
可
能
で
す
。

　

  

企
業
情
報（
無
料
）

企
業
名
・
店
名
、
ジ
ャ
ン
ル
、
住
所
、

電
話
番
号
、
営
業
時
間
、
定
休
日
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
、
地
図

情
報
（
会
員
特
典
）、
企
業
Ｐ
Ｒ
文

（
1
0
0
字
以
内
）の
基
本
情
報

を
掲
載
し
ま
す
。

　

  

新
着
情
報（
無
料
）

企
業
に
お
け
る「
イ
ベ
ン
ト
」「
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」「
オ
ー
プ
ン
情
報
」な
ど

の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
掲
載
し
ま

す
。（
1
0
0
字
以
内
）

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

（中面ページ）

E



商工会議所共済制度
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マ
ル
経
融
資
は
、
宇
都
宮
市
内
で

1
年
以
上
事
業
を
営
み
、
商
工
会

議
所
の
経
営
指
導
を
6
カ
月
以
上
受

け
、
事
業
の
改
善
に
取
り
組
む
資
金

と
し
て
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
従
業
員
数
】小
売
・
卸
売
・
サ
ー
ビ

ス
業
は
5
人
以
下
、
製
造
業
・
そ
の

他
の
業
種
は
20
人
以
下

【
税
金
完
納
】

所
得
税
・
法
人
税
・
事
業
税
・
住
民

税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

【
融
資
限
度
額
】
1
5
0
0
万
円

【
返
済
期
間
】

運
転
資
金
7
年
以
内（
う
ち
据
置
期
間

1
年
以
内
）、設
備
資
金
10
年
以
内（
う

ち
据
置
2
年
以
内
）

【
金
利
】
1.
8
5
％

（
平
成
23
年
10
月
1
日
現
在
）

※
金
利
は
、
金
融
情
勢
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保 

・ 

無
保
証
人
の
、国
の
融
資
制
度

　

こ
の
特
別
保
証
は
、
当
所
の
推
薦
に

よ
り
、
事
業
資
金
の
借
入
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上
営

み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
充
た
し
て
い
る

会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】
5
0
0
万
円
、
ま
た
は

平
均
月
商
の
3
倍
ま
で
の
い
ず
れ
か
少

な
い
額

※
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
の
範
囲
内

で
ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
返
済
方
法
】分
割
返
済

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
連
帯
保
証
人
】原
則
と
し
て
保
証
人
は

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証経

営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公
的
機
関

で
す
。

　

事
業
の
将
来
性
は
あ
る
が
、
財
務
上

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対

象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0- 

4
1
1
0

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

ご
相
談

第一次対応第二次対応

再
生
の
可
能
性
あ
り

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

再
生
（
改
善
）計
画
の

策
定
支
援

●	

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

●	

計
画
に
基
づ
く
資
金
調
達
の
支
援

●	

計
画
の
進
捗
状
況
の
サ
ポ
ー
ト

市
内
金
融
機
関
、 

県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

会
員
企
業
限
定
の
特
別
融
資
制
度
で

す
。

　

当
所
会
員
で
、
会
費
を
完
納
し
て
お

り
、
各
種
税
金
の
滞
納
が
無
い
方
で
あ

れ
ば
、
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
金

利
や
手
数
料
な
ど
が
優
遇
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
提

携
金
融
機
関
ま
た
は
、
当
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン

市
内
の
10
金
融
機
関
と
提
携

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

提
携
金
融
機
関
と
会
員
メ
リ
ッ
ト

○足利銀行  ☎626-0526 
　手数料無料または金利0.2％優遇（商品により異なります）
○鹿沼相互信用金庫  ☎624-2251  会員向けオリジナル商品 
○烏山信用金庫  ☎636-6611  金利0.25％優遇 
○群馬銀行  ☎634-7181 
　金利0.2％優遇  審査結果を原則翌営業日に回答 
○商工中金  ☎633-8191  金利0.1％優遇　
○筑波銀行  ☎633-1361  会員向けオリジナル商品 
○栃木銀行  ☎633-1241  金利0.2％優遇 
○栃木信用金庫  ☎633-21 1 1  金利0.25％優遇 
○東日本銀行  ☎634-9131  会員向けオリジナル商品
○三菱東京UFJ銀行  ☎0120-250-587  手数料無料金利0.25％優遇

（注）風評被害や計画停電等の影響は、一般マル経が対象となります。 ※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

貸付限度 1,000万円（既存の一般マル経とは別枠）

貸付期間
（据置期間）

●運転資金：   7年以内（１年）
●設備資金： 10年以内（２年）

貸付利率

資金使途

担保等

●貸付日から当初３年間 0.95％ （平成23年10月1日現在）

●貸付日から３年経過後 1.85％

災害復旧のための設備資金および運転資金

無担保・無保証人

取扱期間 平成24年3月31日（公庫申込受付分）まで

貸付対象者

常時使用する従業員が２０人以下
商業・サービス業の場合は５人以下の法人・個人事業主

市内で１年以上営業し、商工会議所の経営指導を６ヵ月
以上受けている方
税金（所得税、法人税、事業税、市県民税）を原則として、
全て完納している方
災害により直接または間接に被害を受け、被害証明書等を提出できる方
当所の小規模事業者再建支援方針等に沿って事業を行う方
その他、多少の制約があります

1

2

3

4

5

　東日本大震災により、直接被害または間
接被害を受けられた小規模事業者の皆さま
を対象に、災害復旧のための設備資金およ
び運転資金を、無担保・無保証人で申し込
むことができる「災害マル経」が、既存の一
般マル経とは別枠で新設されました。
　詳細はお問い合わせください。

小規模事業者経営改善資金融資に係る震災特例の新設

経営支援部   ☎637-3131問合せ

災害マル経

病
気
・
災
害
に
よ
る
死
亡
か
ら
事
故
に
よ
る
入
院
ま
で
、
24
時
間
保
障
！

※記載の内容はふれあい共済制度の一部を
記載したものです。ご加入にあたってはパン
フレット、重要事項説明書（契約概要・注意喚
起情報）を必ずご覧ください。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱（
引
受
保
険
会
社
）

☎
6
3
7-

7
6
7
0

問合せ

あ
な
た
の
命
を
守
る
先
進
医
療
セ
ミ
ナ
ー

福祉団体定期保険の給付内容

不慮の事故による
死亡

【ご契約例】

不慮の事故による
通院見舞金

（通院5日以上）

（当所主催）
成人病検査・健康診断補助

要介護認定見舞金
（一定条件が必要です）

結婚祝給付金

成人祝給付金

出産祝給付金

加入年齢の
満了祝品

（5年以上の加入者）

小学校入学給付金

560万円 15,000円

20,000円

30,000円

40,000円

10,000円

10,000円

10,000円

5,000円

100,000円

記念品

4,000円

220万円

120万円

560万円

120万円

1日につき

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

7日以上

15日以上

25日以上

3,740円

ガンによる死亡

ガン以外の
病気による死亡

不慮の事故による
高度障害

不慮の事故による
入　院

（入院5日以上60日まで）

病気による
高度障害

給付金額 月額掛金
1口：1,600円
（Eコース）

給付金額

見舞金・祝給付金・補助制度の給付内容

死
　
　
亡

病
気
に
よ
る
入
院
見
舞
金

高
度
障
害

入
院

給付内容 給付内容

月額掛金
1口：1,600円
（Eコース）

　

10
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替

日
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

ふ
れ
あ
い
共
済

　

ふ
れ
あ
い
共
済
は
、入
院
給
付

金
付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
死
亡

特
約
付
福
祉
団
体
定
期
保
険
に
見

舞
金
・
祝
給
付
金
・
補
助
制
度
を

付
け
た
お
得
な
保
障
内
容
で
す
。

　

病
気
・
災
害
に
よ
る
死
亡
か
ら

事
故
に
よ
る
入
院
ま
で
、
業
務

上
・
業
務
外
を
問
わ
ず
24
時
間
保

歳
６
カ
月
ま
で
の
方
で
す
。

②
保
険
期
間
は
１
年
間
で
、毎
年

自
動
的
に
更
新
し
ま
す
。

③
共
済
の
効
力
は
、加
入
申
込
月

の
翌
々
月
１
日
か
ら
発
生
し
ま

す
。

④
掛
金
の
払
込
み
は
、毎
月
22
日

に
ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
の
口

障
さ
れ
ま
す
。

【
ふ
れ
あ
い
共
済
の
取
扱
い
】

①
ご
加
入
い
た
だ
け
る
方
は
、宇

都
宮
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所

（
特
別
会
員
を
含
む
）
の
役
員
・

事
業
主
、従
業
員（
家
族
従
業
員

を
含
む
）で
、加
入
日
現
在
の
満

年
齢
が
14
歳
６
カ
月
を
超
え
70

座
振
替
で
す
。

⑤
引
受
保
険
会
社
は
ア
ク
サ
生

命
保
険
株
式
会
社
で
す
。

10
月
24
日（
月
）

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

  10・11月は、重点訪問月間です！



会員情報局

◎栃木県立博物館 ☎634-1311�
栃木・岩手共同企画展
「土偶の世界－縄文人のこころ－」
11月6日（日）まで
明治時代からその用途について多くの説がある土偶。出土状態や
個々の表現などから、縄文時代の人々の意識や風俗に迫る。（同
館ＨＰより）
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎643-0100
2011年5月30日（月）～2012年3月23日（金）まで、空調機
器および収蔵庫増設工事のため休館。レストラン、ミュージアム
ショップも利用できません。

◎栃木県立美術館 ☎621-3566
企画展「近代南画の雄　石川寒巌　絵に込められた魂」
10月29日（土）～12月25日（日）
黒羽出身の南画家石川寒巌の業績を、（一）修業時代、（二）南画
家としての一歩、（三）風景へのまなざし、（四）新たな展開、（五）
寒巌と交遊の画家たちの五部構成で、初期時代洋画を含めて約
130点を展示。
一般＝800円／大高生500円／中学生以下無料

1617 October  2011

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
有限会社  レザール広告事務所

☎600-3047 5600-3048
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あて電話でご連
　絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

　
総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

絵
手
紙
の
中
に
も
秋
が
更
け
て
着
き

野
菜
髙
猫
の
額
に
助
け
ら
れ

午
後
か
ら
の
雨
を
承
知
で
い
る
座
敷

〈
評
〉
年
賀
は
が
き
の
予
約
始
ま
る
。

〈
評
〉
人
参
の
赤
秋
茄
子
の
紺
。

〈
評
〉
予
報
通
り
に
響
く
遠
雷
。

漁
火
も
消
え
て
星
降
る
港
街

原
発
の
火
の
粉
次
々
降
り
か
か
る

叱
ら
れ
た
母
の
通
り
に
子
を
叱
る

長
電
話
犬
は
散
歩
を
諦
め
る

セ
シ
ウ
ム
の
話
の
中
に
稲
を
刈
る

澄
む
秋
を
写
し
秋
刀
魚
の
目
が
丸
い

真
夏
日
に
負
け
茸
山
枯
れ
上
が
る

平
田
と
み
子

生
田
目
昭
夫

髙
田　

武
子

伊
藤　

王
子

星　
　

政
造

鈴
木
芙
美
子

竹
沢　

貞
子

渡
辺　

一
雄

毛
塚　

ヒ
ロ

笹
田　

ス
ミ

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

第
169
回
荒
井 

宗
明
選

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

業種  ＷＥＢシステム製作 代表取締役  渡邊正浩さん

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

　

い
く
ら
シ
ュ
ー
ト
を
打
っ
て
も
、ゴ
ー

ル
に
入
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
も
同
じ
で
す
。Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
出
す
こ
と
で
は
な
く
、情

報
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
届
い
て
こ
そ
、目

的
を
果
た
し
ま
す
。私
た
ち
は
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
常
に
意
識
し
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
動
く
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
」づ
く
り
を
重

要
視
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り「
ゴ
ー
ル
に

届
く
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
」で
す
。

〈所在地〉
宇都宮市インターパーク２-14-５

4028-657-6575  
6028-657-6576

http://www.in-for.jp 

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用いたしません。

　

物
理
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
社
会

学
者
な
ど
５
人
の
筆
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
か
ら
「
科
学
を
ど
う
捉
え
る
か
」「
新

し
い
科
学
技
術
と
、
ど
う
向
か
い
合
っ
て
い

く
べ
き
か
」
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
い
文

章
で
書
い
て
い
ま
す
。
本
の
題
名
は
「
も

う
ダ
マ
さ
れ
な
い
た
め
の
」
で
す
が
、
こ
れ

は
３
・
11
以
降
急
速
に
増
え
た
疑
似
科
学

情
報
を
指
し
て
い
る
と
同
時
に
、
今
や
大

き
く
信
頼
性
を
低
下
さ
せ
て
い
る
科
学
全

般
に
つ
い
て
、
私
た
ち
が
ど
う
考
え
る
べ
き

か
、
に
つ
い
て
示
唆
し
て
い
る
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。
特
に
「
科
学
と
報
道
」「
科

学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の

テ
ー
マ
は
、
読
者
に
多
く
の
も
の
を
も
た

ら
す
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
興
味
を
持
っ
た
ら

『
原
発
報
道
と
メ
デ
ィ
ア
』（
武
田
徹
著
）

も
併
せ
て
、
ぜ
ひ
。
ま
た
付
録
「
放
射
性

物
質
を
め
ぐ
る
あ
や
し
い
情
報
と
不
安
に

付
け
込
む
人
た
ち
」
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
ま
っ
た
疑
似
科
学
情
報
。
必
読
で
す
。

『
も
う
ダ
マ
さ
れ
な
い
た
め
の 　   

「
科
学
」講
義
』

菊
池
誠
・
松
永
和
紀 

他［
著
］

光
文
社

7
6
0
円
＋
税

A
～
H
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉こ
の
8
月
か
ら
72
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
コ
メ
の
売
買
の
方
法
。
果
た
し
て
吉
と
出
る
か
凶
と
出
る
か
？

1.
2.
3.
4.
5.
6.
10.
14.
15.
18.
20.
22.

1.
5.
7.
8.
9.
11.
12.
13.
15.
16.
17.
19.
21.
22.
23.
24.

秋の空に見られる雲「○○○雲」ウロコ雲、サバ雲とも
この時期、香りが漂ってきて気付く樹花、中国では「桂花」
雨が一時止むこと。「○○○○の間に近くまで用足しに」などと
通常１年以内の比較的短期間で回収される資金
地図○○○○○のまま出てきたのでに道に迷ってしまった
魁皇ついに引退。でも○○○○に名は残るよね
隕石の衝突によって絶滅したとされる古代の大型動物
いろりの回り、昔の一家団らんの場
あの人はこの業界では○○○○に属する創始者の１人だ
顔や手足を拭くとき用いる布製品
魚介類の生のまま、または塩をふったりして干した物
古都・京都を南北に流れる○○川

そんな○○○○○バッタリの経営方針じゃ会社もたないよ
今も噴煙を上げている北海道洞爺湖畔の○○山
あの創業社長は○○○○経営で有名だ
天ぷらの種のまわりについているのは？
江戸の大名屋敷のうち、郊外などに構えた別邸
ライオンは「百獣の○○」とされているが……
オレはどの派閥にも○○せず、独自路線を行くぞ
能の演目のひとつ「弱法師」なんと読む？
なくて七○○、あって四十八○○
秋は特にきれいな○○○○、夕焼けとも言う
久しぶりに20勝を越え、○○○勝利投手賞の栄誉を
自分を犠牲にしても他人の利益を図ること
今朝はお腹の調子が悪かったので○○○を食べてきた
ことわざ「○○がネギをしょって来る」。好都合の例え
やかん、湯わかしを英語で言うと？
あ～あ、こんなに水びたしになっちゃ○○○○にならないね

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

キ
ャ
ス
リ
ー
ン

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
10
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

株式会社インフォ

「おもてなし日本一のまち
  宇都宮」を目指して

おもてなし推進委員会　
委員長　上野    勝弘

接遇研修会
開催の
お知らせ

宇都宮観光コンベンション協会（おもてなし推進委員会事務局）  ☎632-2445問合せ

おもてな
し

申  込 書
入手方法

宇都宮観光コンベンション協会ホームページ内「おもてなし推進委員会」ページから申込
書をダウンロードしてください（パスワードは「おもてなし」）。なお、お電話いただければ、申
込書をＦＡＸさせていただきます。

OMOTENASHI

OMOTENASHI
都宮を訪れてくれる方に「宇都宮っていいなぁ」「宇都宮に住んで
みたいなぁ」と思っていただくため、平成２０年４月に宇都宮市、

宇都宮商工会議所、宇都宮まちづくり推進機構・宇都宮観光コンベンショ
ン協会などが中心となり、「おもてなし推進委員会」を設立しました。
おもてなし推進委員会は、

の４部会から構成され、オール宇都宮でのおもてなし推進に向けて取り組
んでいるところです。

宇

①モニター・顕彰部会　②普及啓発部会　
③観光ボランティア育成部会　④宮のもの知り検定部会　

おもてなし推進委員会では、接遇の第一人者である「平林  都」氏を講師に迎え、
接遇研修会を開催しますので、ぜひご参加ください。
【日　時】 10月31日（月）  午後２時～４時
【会　場】 栃木県総合文化センター  サブホール
【定　員】 ４００人（入場無料）
【申　込】 事前登録制です。申込書に必要事項を記入しＦＡＸでお申し込みください。



第70回

相談随時
案内進呈

豪壮な佇まいをみせる藤江屋旅館。
三角屋根の洋館最上部には「ふぢ江や」と
屋号が記されている

乗合バスが走る昭和初期の宇都宮駅前。
左手にはカンピョウ細工「ふくべ」を売る店も
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ま
た
、『
栃
木
県
営
業
便
覧
』（
一 

九
○
七〈
明
治
四
十
〉年
発
行
）の
宇

都
宮
市
川
向
町
、
小
袋
町
界
隈
だ

け
見
て
も
、
駅
前
か
ら「
白
木
屋
支

店
」「
藤
江
屋
支
店
」「
稲
屋
支
店
」

「
手
塚
屋
支
店
」「
戸
室
屋
」「
金

靴
屋
」「
近
江
屋
」「
丸
井
屋
」「
藤

江
屋
本
店
」の
名
前
が
読
み
取
れ
、

大
小
の
旅
館
が
軒
を
並
べ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

こ
う
し
た
停
車
場
界
隈
の
情
景
は
、

宇
都
宮
が
北
関
東
を
代
表
す
る
商
都

で
あ
る
と
と
も
に
、
第
十
四
師
団
司
令

部
を
擁
す
る
軍
都
、
そ
し
て
日
光
参
詣

や
古
峯
神
社
参
詣
の
乗
換
駅
で
あ
っ
た

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
入
隊
や
除
隊
、

面
会
で
来
宇
し
宿
泊
し
た
軍
関
係
の

人
員
だ
け
で
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
一
九
○
七（
明
治

四
十
）年
の
一
日
平
均
乗
降
客
は

千
八
百
五
十
五
人
、一
九
一
九（
大

正
八
）年
に
は
四
千
八
百
五
十
人

と
倍
増
し
て
い
る
。

　

駅
前
旅
館
で
は
洋
風
の「
白

木
屋
ホ
テ
ル
」が
有
名
だ
が
、

木
造
三
階
建
て
の
大
旅
館

「
藤
江
屋
旅
館
」
も
圧
巻

だ
っ
た
。
こ
の
藤
江
屋
旅

館
は
、『
昭
和
十
一
年
ご
ろ

の
宇
都
宮
』（
夕
刊
し
も

つ
け
社
／
一
九
三
六〈
昭

和
十
一
〉年
）の
主
要
旅

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 201110月〜   11月  神無月─霜月

十
月
九
日（
日
）

上
石
上
温
泉
神
社
例
大
祭（
大
田
原
市
）

　
大
田
原
城
築
城
を
祝
う
酒
宴
で
、
四
百
五
十

年
以
上
も
前
か
ら
伝
わ
る
城
鍬
舞
が
奉
納
さ
れ

る
。
農
民
が
手
に
し
た
鋤
鍬
を
持
っ
て
踊
っ
た

の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
、
興
味
を
持
っ
た
城
主

が
、
以
後
毎
年
城
中
に
召
し
て
、
演
じ
さ
せ
た

と
い
わ
れ
る
。
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

十
月
十
七
日（
月
）

日
光
東
照
宮
秋
季
例
大
祭（
日
光
市
）

　
徳
川
家
康
の
遺
骸
を
久
能
山
か
ら
日
光
へ

改
葬
し
た
際
の
行
列「
百
物
揃
千
人
行
列
」が

行
わ
れ
る
。
お
旅
所
で
は
八
乙
女
舞
が
行
わ

れ
、
表
参
道
で
は
豪
壮
な
流
鏑
馬
が
奉
納
さ

れ
る
。

十
月
二
十
九
日（
土
）
～
三
十
日（
日
）

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
菊
水
祭（
宇
都
宮
市
）

　
二
荒
山
神
社
の
大
祭「
秋
山
祭
」の
付
け
祭

り
。
市
内
を
上
町
、
下
町
に
分
け
て
鳳
輦
渡

御
が
行
わ
れ
る
。
参
道
で
は
流
鏑
馬
が
奉
納

さ
れ
る
。
宇
都
宮
秋
の
風
物
詩
。

十
一
月
三
日（
文
化
の
日
・
木
）～
四
日（
金
）

光
丸
山
大
縁
日（
大
田
原
市
湯
津
上
）

　
神
仏
習
合
を
今
に
伝
え
る
光
丸
山
の
大
縁

日
。
天
狗
の
面
を
付
け
た
猿
田
彦
を
先
頭
に

神
輿
の
渡
御
が
行
わ
れ
、
人
々
の
無
病
息
災

を
願
う
。

宇都宮停車場界隈 
其の二 

館
業
一
覧
の
中
で
次
の
よ
う
に
紹
介
。

「
本
舘
主
は
上
野
魁
爾
氏
、
別
舘
主

は
上
野
フ
ジ
さ
ん
で
一
切
實
務
は
養

嗣
子
魁
爾
が
當
つ
て
居
る
。
フ
ジ
さ
ん

は
上
野
姓
を
襲
つ
た
が
生
地
は
上
都

賀
郡
南
押
原
村
大
字
藤
江
名
主
藤
江

家
に
生
ま
れ
豪
腹
な
性
格
は
遂
に
單

身
宇
都
宮
に
出
て
明
治
二
十
三
年
今

の
別
舘
を
建
設
し
幾
多
の
辛
酸
を
嘗

め
明
治
三
十
年
更
に
宇
都
宮
驛
前
に

三
層
樓
の
本
館
を
建
築
し
今
や
宮
市

の
代
表
的
旅
館
と
な
つ
て
了
つ
た
」。

　

絵
葉
書
に
映
し
出
さ
れ
た
豪
壮
な

「
宇
都
宮
駅
前
鉄
道
省
指
定
宇
都

宮
ホ
テ
ル
藤
江
屋
旅
館
全
景
」、
そ

し
て
館
前
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
人
力
車

か
ら
も
、
そ
の
隆
盛
ぶ
り
が
う
か
が

い
知
れ
る
。

　
「
停
車
場
外
、
客
待
の
車
夫
、
彼

處
に
一
列
、
此
處
に
一
班
、
乗
車
を

勧
め
て
五
月
蝿
き
潮
の
湧
く
似
た

り
。
街
の
両
側
に
は
休
息
を
勧
む
る

茶
婦
。
手
を
拱
し
て
の
旅
舎
の
番
頭
。

夜
に
入
れ
ば『
白
木
屋
』『
て
の
じ
』

な
と
記
せ
る
提
灯
振
り
照
し
て
客
引

き
に
忙
は
し
く
、
芋
兵
衛
田
吾
作
眼

を
廻
さ
む
ば
か
り
な
り
」。
こ
れ
は
、

『
宇
都
宮
繁
昌
記
』（
春
圃
居
士
／

一
八
九
八〈
明
治
三
十
一
〉年
）の
、「
宇

都
宮
停
車
場
」の
一
節
。
乗
降
客
目

当
て
の
客
引
き
や
車
夫
が
た
む
ろ
す

る
、
今
と
は
ま
た
違
っ
た
駅
前
の
喧

噪
ぶ
り
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。
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仲田総業株式会社　
代表取締役　仲田俊夫氏

社
の
社
是
社
訓
に
つ
い
て
仲
田

社
長
は
「
こ
れ
は
実
は
、
私

の
学
ん
で
い
た
大
学
の
校
訓
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
大
学
を
出
て
数
年
で
、
父
の
設
立

し
た
こ
の
会
社
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
仕
事
な
ど
何

も
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
社
員
と
一 

緒
に
な
っ
て
汗
を
か
き
な
が
ら
、
一 

生

懸
命
『
ど
う
し
た
ら
し
っ
か
り
し
た

会
社
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
』
と
考
え
続
け
ま
し
た
。
私
た
ち

の
仕
事
は
、
社
会
奉
仕
で
あ
り
、
地

域
社
会
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
で
す
。

そ
れ
を
い
ち
ば
ん
よ
く
表
し
て
い
る
言

葉
だ
と
考
え
て
、
使
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
た
の
で
す
」

　

社
会
貢
献
を
す
る
た
め
に
は
、
誠

意
を
持
っ
て
働
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

仕
事
を
通
じ
て
意
識
や
見
識
を
高
め
、

社
会
人
と
し
て
も
立
派
な
人
間
で
な

け
れ
ば
、
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
し
て
、
一
度
決
め
た
ら
最

後
ま
で
や
り
抜
く
気
魄
が
、
何
よ
り

も
大
切—

そ
ん
な
想
い
が
、
こ
れ

ら
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
先
代
も
、
ず
っ
と
『
私
た
ち
の

仕
事
は
サ
ー
ビ
ス
業
だ
』
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
で
は
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
。

相
手
が
や
っ
て
欲
し
い
こ
と
を
す
る
の

が
、
サ
ー
ビ
ス
な
の
だ
と
考
え
ま
す
。

で
あ
れ
ば
『
こ
の
人
は
、
何
を
す
れ

ば
喜
ん
で
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
か
』
と

考
え
る
こ
と
が
〈
誠
意
〉
で
す
。
け

れ
ど
も
、
漫
然
と
日
々
を
送
っ
て
い
る

よ
う
で
は
、
い
く
ら
誠
意
が
あ
っ
て

も
『
何
を
し
た
ら
い
い

か
』
と
い
う
答
え
は

出
ま
せ
ん
。
毎
日
毎

日
勉
強
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、自
ら
の〈
見

識
〉
を
伸
ば
す
必
要

が
あ
る
の
で
す
」

　

と
は
い
え
、
若
い
社

員
も
多
い
会
社
だ
け

に
、
頭
ご
な
し
に
「
や

れ
」と
言
う
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
動
い
て
は
く

「

私
た
ち
は
、社
会
へ
の
サ
ー
ビ
ス
業
。

 

だ
か
ら
こ
そ
、自
ら
を
高
め
な
け
れ
ば
」

れ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
仲
田

社
長
は
、「
社
員
に
話
す
時
は
、

分
か
り
や
す
い
例
を
挙
げ
た
り
、

持
っ
て
回
っ
た
言
い
方
で
は
な
く

単
刀
直
入
に
言
っ
た
り
と
、
工
夫

し
な
が
ら
話
を
し
て
い
ま
す
。
若

い
頃
、
現
場
で
汗
を
か
い
た
経
験

か
ら
『
話
を
す
る
時
、
相
手
の

目
線
で
話
す
こ
と
が
重
要
』
と
考
え

て
い
ま
す
。
社
員
と
経
営
者
で
は
意

識
の
あ
り
方
が
違
い
ま
す
か
ら
、
で
き

る
だ
け
社
員
目
線
で
の
会
話
を
心
が

け
て
い
ま
す
」

　

仲
田
社
長
は
「
社
員
が
い
て
こ
そ
の

会
社
」と
、繰
り
返
し
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
上
に
立
つ
人
間
が
社
員

目
線
を
持
ち
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
、
重
要
な
の
で
し
ょ
う
。

　

同
社
で
は
２
０
1
0
年
度
栃
木
県

経
営
品
質
賞
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
こ
の
賞
は
大
変

基
準
が
厳
し
く
、
受
賞
す
る
の
は
か
な

り
難
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
い
う
難
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
こ
と
で
、
会
社
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
って
い
ま
す
。
一

つ
に
は
他
社
と
の
差
別
化
、
ま
た
社
内

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
醸
成
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま
す
」

　

自
社
の
経
営
に
何
が
必
要
か
、
自

分
の
仕
事
に
ど
ん
な
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
の
か
。そ
れ
を
敏
感
に
感
じ
取
る〈
ア

ン
テ
ナ
〉
が
大
切
だ
と
、
仲
田
社
長

は
言
い
ま
す
。

　
「
今
後
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
〈
ア

ン
テ
ナ
〉
を
社
員
一
人
ひ
と
り
に
、
ど

う
根
付
か
せ
、
伸
ば
し
て
行
く
か
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
」

誠意
真心を込めて

勤労
働くことを喜び

見識
常識の尺度を伸ばしながら

気魄
最後までやりぬく気持ち

　
仲
田
総
業
株
式
会
社
は
、 

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
や
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
・
処
理
、

総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、 

機
密
文
書
出
張
細
断
処
理
サ
ー
ビ
ス
、
一
般
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
な
ど
、 

幅
広
く
社
会
を
支
え
る
企
業
で
す
。
若
く
し
て
会
社
を
任
さ
れ
、
事
業
を
拡

大
し
て
来
た
仲
田
俊
夫
社
長
に
、
同
社
の
経
営
の
要
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

社訓

Information

仲田総業株式会社
代表取締役  仲田  俊夫
創業／昭和43年
住所／
本社： 栃木県宇都宮市簗瀬町2520-4
☎ 028- 635- 2151（代）
6028-637-3930

http://www.nakada.tv
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仲田総業
株式会社

同社事務所

同社外観

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
は
、
中
長
期
的
に
み
て
、
必
ず
企

業
業
績
の
向
上
に
結
び
付
く
。
筆
者

が
保
有
し
て
い
る
３
０
０
０
社
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
基
に
、
１
９
９
０
年
代
か

ら
２
０
０
０
年
代
前
半
に
お
け
る
売

上
高
の
変
化
を
み
る
と
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
に
あ
ま
り
関

心
の
な
い
一
般
企
業
で
は
、
２
割
近

く
減
少
し
た
の
に
対
し
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
熱
心
な
先
進
企
業
で
は
、

大
手
中
小
を
問
わ
ず
、
３
割
近
く
増

大
し
て
い
る
。 

　
な
ぜ
、
こ
う
し
た
大
き
な
経
営
効

果
が
あ
る
の
か
。
筆
者
が
、
か
つ
て

中
小
企
業
庁
か
ら
委
託
を
受
け
て
実

施
し
た
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、
大
き
く
、
①
優
秀
な
人
材
確

保
、
②
従
業
員
の
就
労
意
欲
の
向
上
、

③
業
務
の
効
率
化
、
④
多
様
な
視
点

を
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用

─
と
い
う
四

つ
の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
震
災
を
契
機
と
し
て
、
日
本
企
業

の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
お
よ
び
職
場
の
多

様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
へ
の
取
り

組
み
は
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
夏
に
は
、節
電
対
策
を
背
景
に
、

長
時
間
労
働
に
メ
ス
を
入
れ
る
「
業
務

の
効
率
化
」の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
経
営
効
果

は
見
え
に
く
い
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と
い
う
評
価
軸
は
明

快
だ
。
な
お
も
「
震
災
対
応
で
そ
れ
ど

こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
う
企
業
も
少
な

く
な
い
が
、
中
長
期
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
時
間
資
源
を
大
量
消
費
し
な
い
働
き

方
や
消
費
者
行
動
に
シ
フ
ト
し
て
い
か

ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
震
災
を
契
機
に
リ
ス
ク
管
理

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
現
在
、

介
護
を
機
に
退
職
・
転
職
す
る
人
は
過

去
５
年
で
１・
６
倍
に
増
え
て
、
15
万

人
に
達
し
て
い
る
。
筆
者
の
試
算
で
は

今
後
10
年
で
50
万
人
を
超
え
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
対

応
か
ら
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
重
要
性
は
高
ま
る
。

　
さ
ら
に
、
震
災
復
興
を
支
援
す
る
た

め
、
社
員
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
を
奨

励
す
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
単
な
る

社
内
、
自
分
、
家
族
を
対
象
と
す
る

「
内
向
き
姿
勢
」
か
ら
、社
外
、他
者
、

地
域
社
会
を
も
対
象
と
す
る
「
外
向

き
姿
勢
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
変
容
は
、
多
様
性
の
変
容

も
促
す
。
こ
れ
ま
で
は
属
性
の
多

様
性
（
性
別
、
国
籍
別
、
年
齢
別
、

雇
用
形
態
別
、
障
害
）
が
注
目
さ

れ
て
き
た
が
、
今
後
は
各
人
が
仕
事

と
生
活
を
中
立
的
に
選
べ
る
内
面
の

多
様
性
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、

「
女
性
」
と
ひ
と
く
く
り
に
し
た
う

え
で
、
女
性
対
男
性
と
い
う
二
項
対

立
で
と
ら
え
て
し
ま
う
と
、
か
え
っ

て
多
様
性
の
本
質
を
見
誤
る
。
な
ぜ

な
ら
、
女
性
も
多
様
化
し
て
お
り
、

企
業
の
現
場
で
は
女
性
対
女
性
と
い

う
構
図
も
見
か
け
る
か
ら
だ
。

　
一
方
で
、
男
性
の
多
様
化
も
す
で

に
始
ま
っ
て
い
る
。
最
近
、
イ
ク
メ

ン
（
育
児
を
す
る
男
性
）、
カ
ジ
ダ

ン
（
家
事
を
す
る
男
性
）、
イ
ク
ジ

イ
・
ソ
フ
リ
エ
（
孫
育
て
を
す
る
祖

父
）
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。
ま
た

前
述
し
た
震
災
復
興
支
援
の
よ
う
に
、

企
業
の
社
会
貢
献
は
物
品
提
供
型
か

ら
、
労
務
提
供
型
（
職
業
上
持
っ
て
い

る
知
識
・
ス
キ
ル
や
経
験
を
生
か
し
た

社
会
貢
献
で
あ
る
「
プ
ロ
ボ
ノ
」）
へ

と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
地
域

社
会
で
は
主
に
女
性
と
定
年
男
性
の
一

部
が
活
躍
し
て
き
た
。
今
後
は
社
会
貢

献
活
動
を
通
じ
て
、
自
ら
が
地
域
社

会
で
果
た
し
得
る
役
割
に
目
覚
め
る
現

役
世
代
の
男
性
も
増
え
て
い
く
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　
日
本
経
済
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や

円
高
な
ど
の
不
況
の
た
び
に
、
工
夫
を

重
ね
、
強
く
な
っ
て
き
た
。
今
回
の
不

況
も
、
経
済
構
造
自
体
の
転
換
の
と

き
で
あ
り
、日
本
社
会
全
体
と
し
て
も
、

「
日
本
型
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

の
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
そ
れ
に
移
行
す

る
チ
ャ
ン
ス
だ
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
企
業
が
持
つ
優
位
性

の
一
つ
は
、
質
が
そ
ろ
っ
た
労
働
力
が

集
団
で
発
揮
す
る
力
だ
と
い
わ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
震
災
後
の
企
業
の
対

応
を
み
る
と
、
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
企

業
は
、
組
織
の
判
断
を
待
つ
と
い
っ
た

受
け
身
の
対
応
を
と
る
社
員
が
多
い
た

め
、危
機
対
応
の
面
で
も
遅
れ
が
ち
だ
。

逆
に
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
す
る
多

様
性
の
高
い
先
進
企
業
で
は
、
社
員
が

主
体
性
を
も
っ
て
機
敏
に
判
断
、
行
動

し
て
い
る
。

　
宇
都
宮
市
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
、
暮
ら
し
や
す
い
宇

都
宮
の
魅
力
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
る
。

ワーク・ライフ
バランスが
もたらす

企業への
メリット

東京大学法学部卒業。複数の
シンクタンクを経て、2009
年東レ経営研究所入社。海外
10数ヶ国を含む、国内のワー
クライフバランス・ダイバー
シティ先進企業 600社、海外
100社を訪問ヒアリングし、
3000社の財務データ分析を
実施。コンサルタント、アド
バイザーとして、実際にワー
クライフバランスやダイバー
シティに取り組む企業の取組
推進をサポートしている。

内閣府 
男女共同参画会議専門委員
渥美  由喜／あつみ なおき

内閣府  男女共同参画会議専門委員  渥美  由喜

c
o

lu
m

n

特別寄稿

宇都宮市では、男女共同参画社会の実現に向け、ワーク・ライフ・バランスの推進に取り組んでいます。
10月の「うつのみや男女共同参画推進月間」にあたり、ワーク・ライフ・バランスの専門家として全国的に
ご活躍の渥美由喜氏に寄稿いただきました。

宇都宮市
男女共同参画課
☎028-632-2346

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の

四
つ
の
効
果

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
に

取
り
組
む
か
否
か
で

大
き
な
明
暗
を
分
け
る

震
災
後
の
企
業
の
動
向
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いろいろ大変なことが多かった今年ですが、
秋の宇都宮はイベント満載！　
みなさんでお楽しみください。

熱い演奏に酔う「ミヤ・ジャズイン2011」「ジャズクルージング」

世界に挑む！
「ジャパンカップサイクルロードレース」「クリテリウム」

 宇都宮の味をどうぞ！ 
「宇都宮餃子祭り２０１１」

宇都宮の歴史と伝統を
「宇都宮城址まつり」

【会場】　宇都宮城址公園
【主な内容】
●日光社参行列
宇都宮中心市街地での日光社参行列
（西小学校→二荒山神社→宇都宮城）
●宇都宮城址公園(城内事業)
・式典、社参行列役柄紹介 ・展示や模擬店 ・ステージ演技

中
心
市
街
地
の
夜
を
演
出「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
２
０
１
１
」

ワクワクに出会える6日間
第16回「宮の市」

　今年で６回目となるジャズの祭典が、オリオンスク
エアをメーン会場に開催されます。
　宇都宮ゆかりのプロアーチストをはじめ、セミプ
ロやアマチュアまで総勢82バンドが大集合。さ
らに初日の夜は宇都宮ジャズ協会に加盟す
るライブハウス、飲食店で「ジャズクルージ
ング」が開催されます。

【会場】
まちかど広場（宇都宮市中央生涯学習センター南）
／バンバ市民広場／日野町通り／オリオンスクエア

【主な内容】
●宇都宮餃子会会員が出店。１皿（４個）１００円
で販売。
●来らっせ（本店、パセオ店）および協賛加盟店
で開催期間限定の20％割引販売。
●宇都宮餃子会の宅配窓口設置。

　今や全国に名高い、宇都宮の〈餃子〉。市内
の名店が腕をふるったおいしい餃子を味わえる、
恒例の餃子祭りが、今年も開催されます。

　「宇都宮城址まつり」は、宇都宮の歴史を知って
もらおうと、平成８年から宇都宮城址公園（旧御本
丸公園）を会場に開催したのがはじまりです。
　平成15年からは史実に基づいた「時代行列」
を取り入れました。以後「宇都宮城址まつり」の核
行事の一つとなっています。

　宇都宮の冬の風物詩として、「来て・
見て・楽しい」光のぬくもりが感じられる
ライトアップ事業を今年も実施します。
【実施場所】
二荒通り／日野町通り／オリオン通り
／シンボルロード／オリオンスクエア／
東武馬車道通り／ユニオン通り／大
通りの一部

【期間中の催し】
●オープニングセレモニー（点灯式、
ファッションショーなど。 11月4日 ）
●一晩だけのワイン村（11月17日）

　今年 20 周年を迎えるジャパンカップサイクルロードレー
スは、世界中から一流選手を迎えて開催される自転車競
技。日本だけでなく、世界が注目する一戦です。また、昨年
からはその前日に、宇都宮中心市街地でクリテリウムレー
スも開催。一流選手が観客の目の前で疾走する姿は、新
たな興奮と感動を与えてくれます。
　宇都宮市街中心部に設定されたジャパンカップ・クリ
テリウムはコースが約1.6kmと短く、20周で争われます。
コースが見渡せるため展開が分かりやすく、手に汗握るバ
トルをレースの最初から最後まで堪能することが出来ます。

【開催場所】
●ジャパンカップクリテリウム ／ 宇都宮中心市街地（大通り本町交差点～上河原交差点）
●ジャパンカップサイクルロードレース ／ 宇都宮市森林公園

　秋の商業祭である「宮の市」は、市内
各商店街で、楽しいイベントや感謝セー
ル、素敵な賞品が当る「ふれあい懸賞」な
ど、さまざまな催し物が行われます。ぜひ商
店街に出かけてみましょう。

【出演予定者】
●ミヤ・ジャズイン2011
外山喜雄／沢村まみ／内田晃一／ｙｏｋｏ 
ｎａｇａｉ　他アマチュア72バンド
【入場料・参加料】
●ミヤ・ジャズイン2011　 無料
●ジャズクルージング　１０００円

11/5（土）・6（日）
●ミヤ・ジャズイン2011
午前11時～午後6時（予定）
●ジャズ・クルージング

午後６時～午後12時（予定）
※参加店によって異なります。

午後5時～午後9時

10/22（土）
●ジャパンカップクリテリウム
午後３時30分～４時30分

10/23（日）
●ジャパンカップ
サイクルロードレース

午前10時～午後2時10分頃（予定）

【会場】
●ミヤ・ジャズイン2011
オリオンスクエア／オリオン通りイベント広場／二荒山神社 下の宮境内／東武宇都宮百貨
店屋上特設会場／ララスクエア屋上広場
●ジャズクルージング
当日配布するパンフレットをご覧ください。

ミヤ・ジャズイン2011 ミヤ・ジャズ推進協議会（当所地域振興部内）  ☎637-3131
ジャズクルージング 宇都宮ジャズ協会  ☎908-5080

問合せ

宮の市（商業祭）実行委員会（当所地域振興部内）
☎637-3131

問合せ

宇都宮餃子祭り実行委員会（来らっせ内）
☎633-0634

問合せ

よみがえれ！宇都宮城市民の会事務局
☎632-2989

問合せ

ＮＰＯ法人宇都宮まちづくり推進機構
☎６３２-８２１５

問合せ

ジャパンカップ
サイクルロードレース大会事務局
宇都宮事務局　
☎632-2736

問合せ

11/1（火） 
6（日） 

11/5（土）・6（日）午前11時～午後4時

【主な内容】
●ふれあい懸賞
実施各店で1000円以上お買い上げのお客さまへに応募券
を配布し、抽選でホテルの宿泊券や食事券などプレゼント！

●お客様感謝セール
日頃のご愛顧に感謝し、セール実施店各店で特別サービス
を実施！

●一商店街一イベント
各商店街が独自に楽しさいっぱいのイベントを開催！

●ジャズスタンプラリー
中心商店街のチェックポイント全てを回った人に、抽選で素
敵なプレゼントを！

●ストリートフェスティバル
バンバ通りを会場に、おいしい「食」の模擬店や楽しいイベン
トが盛りだくさん！
※開催日時：11月５日（土）・６日（日）午前11時～午後４時

11/4（金） 　　　1/15（日）2012年
　

の

10/23（日）
●日光社参行列（西小学校～城址公園）　
  　 午前11時30分～午後1時

●城内事業　
  午前10時～午後3時

街 な か 愉 快 だ 宇 都 宮

題字：藤井　清 　名誉会頭 揮毫
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れますので、この機会に宇都宮の歴史を再確認してみて
はいかがでしょうか。
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宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

☎
6
3
5-

0
0
2
1

問合せ

10月・11月
Oct/Nov

　

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の
み

や
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
る

案
内
所
設
置（
毎
週
日
曜
日
）

10
月
16
日
、
23
日
、
11
月
6
日
、

13
日
、
20
日
、
27
日

ま
ち
な
か
案
内
所

◎
実
施
中（
12
月
31
日
ま
で
予
定
） 

　
「
宇
都
宮
地
酒
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」       

　

〜
宇
都
宮
の
地
酒
を
飲
ん
で
愉
快
に
な
ろ
う
！
〜

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内（
２
階

プ
チ
プ
レ
リ
協
力
）

◎
11
月
26
日（
土
）  

 　
「
愉
快
ラ
イ
ブ（
リ
デ
、
チ
ャ
ト
ラ
ほ
か
）」 

（
1
階
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
）    

◎
10
月
23
日（
日
）

  

ま
で

 　
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
Ｐ
Ｒ
展
」

（
1
階
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
）    

◎
10
月
27
日（
木
）〜
11
月
７
日（
月
）

 　
「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　

           

大
会
宇
都
宮
Ｐ
Ｒ
展
示
」

（
1
階
・
2
階
に
て
実
施
）    

◎
10
月
16
日（
日
）〜
23
日（
日
）  

 　 「
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
」を
応
援
し
よ
う

（
1
階
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
）    

◎
10
月
15
日（
土
）

 　
「
宮
っ
子
フ
ェ
ス
タ
協
賛
事
業
」

◎
10
月
28
日（
金
）

 　
「
歌
お
う
愉
快
だ
！
歌
声
カ
フ
ェ
」

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内（
２
階

プ
チ
プ
レ
リ
協
力
）

◎
11
月
25
日（
金
）

 　
「
歌
お
う
愉
快
だ
！
歌
声
カ
フ
ェ
」

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内（
２
階

プ
チ
プ
レ
リ
協
力
）

◎
11
月
5
日（
土
）

 　
「
オ
リ
オ
ン
バ
ザ
ー
ル

        

１
階
＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
割
引
セ
ー
ル
」 

　

 　
（
地
元
商
店
街
連
携
事
業
）    

　

こ
の
ほ
か
に
も
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
・
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
23
年
9
月
30
日
現
在
）




